
1998

1986

兵庫医科大学が創立50周年を迎えるにあたり、50年のあゆみを4回にわたって紹介します。
今回は、第2弾として1986年から1998年までを振り返ります。なお、本内容は過去の広報誌に掲載された情報を元にまとめています。
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1.17
阪神・淡路大震災が
発生

1995（平成7年）
1986（昭和61年）
4.18

本学病院に入院中のため、小学校に通えない
児童を対象とした西宮市立鳴尾小学校の病弱
児学級「わかくさ学級」が１号館に開級。（1998
年には中学生のための「わかば学級」が開級）

入院中の小学生を支援する
「わかくさ学級」が開級

10.22
第15回醫聖祭の開催
「医源郷への放浪」をテーマに行われた15回目
の大学祭では、アン・ルイスのコンサートなどが行
われた。

1987（昭和62年）
11.1

ヒルシュスプルング病に関する研究にお
いて、医学上重要な業績を上げたとし
て、本学として2人目となる日本医師会
医学賞を受賞。

岡本英三教授が1987年度
日本医師会医学賞を受賞

1986年-1998年Vol.2

今回の振り返りは

10.1

国立篠山病院の経営移譲を受け、兵
庫医科大学篠山病院が誕生した。開
院式では、当時の小泉純一郎厚生大
臣からも祝辞をもらった。

兵庫医科大学篠山病院が開設
11.22

開学25周年を記念して、神戸ポート
ピア・ホテルにて記念式典と記念祝
賀会が行われた。実行委員長を務め
た核医学 福地教授は「開学50周年
の記念式典・記念祝賀会では、さら
に本学の歴史の重みを感じさせる立
派で華やかな記念式典と記念祝賀
会になることを心からお祈りいたしま
す」とあいさつした。

開学25周年を迎える

（昭和61年） （平成10年）

　我が家は私を含め、妻と子ども3人、家族5人全員が本学の出身です。妻の家族にも卒業

生が多いので、親戚同士で集まると大学時代の思い出話に花が咲きますね。親として、やはり

子どもたちが両親と同じ大学に入ってくれたというのはうれしかったです。

　私は1985年の入学後、勉学はもちろん、硬式テニス部の活動にも精力的に励み、充実した

学生生活を送りました。在学時代に出会った先輩、後輩、友人たちとは、今でも強い絆で結ば

れていると感じます。

　思い出深い授業としては、免疫学の講義で新家先生（現・名誉理事長）が抗体の形を「某お

菓子メーカーの道頓堀の看板のポーズと同じく、”Ｙの字”と覚える」のだと、ボディーランゲージ

を交えながら教えてくださったことです（新家先生の授業を受けていた方はピンとくるのでは？）。

　今回の「50年のあゆみ」企画で取り上げている1986～1998年の中で大きな出来事として

は、やはり1995年の阪神・淡路大震災があります。当時、わたしは本院で研修医として勤務して

いましたが、道路が倒壊しており、3時間ほど歩いて病院まで向かったことを覚えています。岡本

病院長（当時）が陣頭指揮を執られ、病院スタッフ一同、懸命に復興作業に取り組んでいました。

　今も昔も変わらないと感じるのは、本学の在学生・教職員には共通して「他者への思いやり

の心」があるということです。まさに建学の精神にも通じる部分で、私の家族・親戚の多くが本

学に魅力を感じた所以だと実感しています。

　2016年から後援会の会長を務めています。自分の病院の診療業務と並行しての後援会

業務ですので大変なこともありますが、愛する母校の学生たちのサポートができることは、何より

のやりがいです。後援会としても、来年の開学50周年をさらに盛り上げていきたいと思います。

兵 医 M e m o r y
I n t e r v i e w

清水クリニック 院長
兵庫医科大学 後援会 会長
清水 聡一郎（1990年卒）

なんと一家全員が
兵庫医科大学出身の“兵医ファミリー”

1990（平成2年）
8.19

今も続く市民健康講座をこの年初
開催。第1回市民健康講座では、子
どものアトピーやリウマチをテーマに、
のべ651名の方が聴講した。　

市民健康講座を初開催

1994（平成6年）
3.1

高度医療を提供する医療機
関と認められ、同日付で厚生
省から「特定機能病院」の承
認を受けた。

特定機能病院に承認

1996（平成8年）
11.1

課外活動において優秀な成績を収
めたクラブや個人を称えるものとして
同賞を新設。第25回醫聖祭にて初
の表彰が行われた。

学生部長賞を新設

11.12

インターネット回線が学内で開通した
ことを記念して、「インターネット開設
セレモニー」が開催された。（写真は
学内ネットの画面）

学内にインターネットが開通　

1997（平成9年）
3.29

学生生活を支援するため、も
ともとあった2つの保護者組
織（父兄懇談会と父兄互助
会）が「後援会」となって設
立された。

後援会が発足

4.1

文部省の私立大学ハイテ
ク・リサーチ・センター整備
事業で本学が選定を受け、
最先端の研究開発を行うた
めの研究施設として発足。

先端医学研究所が
発足

1988（昭和63年）

9.28
生駒教授が西独ザールランド大学において
日本人として初の名誉博士に

5.20
24時間体制の
NICUが誕生
1986年度の調査で
は、阪神圏の出生数
は1万8,170名で、そ
のうちハイリスク新生
児と予測されるのは
約3％の545名だった。この阪神圏域においては、兵庫
県の平均に比べ、周産期死亡及び新生児死亡の絶
対数が191名と大きく、その率も高いことからNICUの
設置が強く望まれており、阪神圏の中核施設へと発展
すべく、本院に24時間体制のNICUが誕生した。

2.1

8年ぶりに志願者が1,000名超え、
昨年比182名の増加となった。また、
新卒者に占める女子学生の割合が
38.8%と高かったのも特徴的だった。

平成初の入学試験　

1989（平成元年）

兵庫医科大学と西独ザールラン
ド大学の間の泌尿器科領域にお
ける共同研究に非常な功績を残
したとして、泌尿器科学・生駒文
彦教授がザールランド大学から名
誉博士（医学）の称号を授与。生
駒教授は、1960年から1962年

にかけて、ザールランド大学医学部泌尿器科助手と
して研究に従事して以来、アイデアの交換（特に薬
理学敵尿路動態学）、ドイツにおける多数の学会発
表、独語雑誌への多数の論文発表、教室員の交換、
日独泌尿器科連合の創立に貢献してきた。ザールラ
ンド大学医学部において、日本人としては初の受賞と
なった。

地震発生時には外観上
大きな損壊はなかったが、
内部は天井の破損したとこ
ろからの水漏れ、階段の壁
の崩壊、変圧器損壊によ
る非常灯のみの点灯など、目に見えるところだけでも大き
な被害を受けた。当時の岡本病院長が指揮をとり、患者さ
ん対応や復旧作業に励んだ。このときの貢献が評価さ
れ、同年12月27日に県知事から感謝状を授与されたほ
か、翌年、「災害拠点病院」に指定され、その年に実施し
た入学試験の受験者アンケートでも、受験理由として「震
災時に多くの人を助ける様子に感動した」という声があ
がった。　

兵庫医科大学

創立50周年特別企画
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兵庫医科大学・兵庫医療大学で行っている実践的な授業内容と

実際に受講した在学生の声をお届けします。

法人からのお知らせ

教
員
コ
メ
ン
ト

医学部  1年次

早期臨床体験実習Ⅰ
早期臨床体験実習Ⅰ（Early Clinical ExposureⅠ）は医学部に入学した
ばかりの学生が実際に医療の現場を看護師の仕事をとおして見学する
ことによって、医学部生としての自覚、医師への動機づけを目的とした実
習です。専門的な知識や手技は高学年の実習で修得するため、１年次
ではまず、病を得た方の気持ちを理解し、看護師の仕事を理解すること
で「将来医師となるべき自分が今後何をなすべきか」を自覚してもらうこと
をめざしています。

入学早々に実際の医療現場を体験できる！
伝統的な臨床実習

教
員
コ
メ
ン
ト

作業療法学科の学生には、日常生活支援論の授業をと
おして、人の営みを科学的に評価・支援する視点を養っ
てほしいと考えます。また、物事を深く考える姿勢を身に
つけてほしいと願っています。

リハビリテーション学部 作業療法学科
准教授 有吉 正則

リハビリテーション学部  作業療法学科  3年次

日常生活支援論
日常生活支援論では、患者さんの病気やけがの経過と、これからの生活
を見越して、それぞれのライフステージに合わせた作業療法による支援
方法を学びます。学生は、症例演習や実技演習をとおして、作業療法の
実践に必要な日常生活活動障害の評価、訓練、支援のあり方について
グループ討議を実施。学生同士で協力作業を重ね、自発的に深く考える
ことで、日常生活支援にかかわる確かな技能を磨きます。

グループ討議や演習をとおして
実践的な支援方法を学ぶ

白衣を着れば、医学部生であっても患者さんからは医療
従事者と見られます。１年次という早期から臨床現場を
見学し、適度の緊張感をもって学修することで、医療人
としての自覚をもつ一助となることを願います。

医学教育センター センター長
教授 成瀬 均

◆人事情報

評議員の異動 次の通り評議員の異動がありました
新任（6月1日） 丹波篠山市 副市長 堀井 宏之 辞任（5月31日） 丹波篠山市 前副市長 平野 斉

理事の異動 次の通り理事の異動がありました
辞任（6月30日） 宝塚市病院事業管理者 難波 光義

兵庫医科大学病院では、2026年の開院をめざして新病院棟
の建設整備計画を進めています。より多くの方に安全で質の高
い医療を提供するため、ご支援・ご協力をお願いいたします。

開学50周年記念
新病院棟建設事業募金を募集

兵庫医科大学病院では、病院の情報発信および他施設医療
関係者の方 と々の交流を目的としたオンラインミニセミナー「兵
医サタデーモーニングセミナー」を2021年7月から開催していま
す。院外の医療関係者を対象に、兵庫医科大学病院の医師や
医療職者が各回１テーマずつ講演。奇数月の原則第1土曜日
8:15からの３０分間、オンライン会議（Zoom）にて実施していま
す。今後の開催予定は右記のとおりですので、医療関係者の中
でご興味のある方はぜひご参加ください。

　　　　　 医療関係者との交流を目的とした
「兵医サタデーモーニングセミナー」を開催

参加のご希望は、左記お問い合わせ先にご連絡をお願いいたします。

お問い
合わせ先

兵庫医科大学病院　医療支援センター
0798-45-6035　event@hyo-med.ac.jp
（平日8:30～16:45　第1・3土曜日8:30～12:30）

募金
概要

①募集期間：2021年4月～2026年3月
②寄付金の種類：現金、現物寄付、遺贈等
③金額：個人／一口10,000円～
　　　　法人／一口50,000円～

新病棟完成予定イメージ図

お問い
合わせ先

学校法人兵庫医科大学　総務課
0120-456-991（月～金9：00～16：45）
https://www.hyo-med-anniv.com/

2021年
9月4日（土）

2021年
11月6日（土）

2022年
1月15日（土）

2022年
3月5日（土）

認知症疾患医療センター長
脳神経内科 診療副部長
武田 正中

乳腺・内分泌外科
講師
永橋 昌幸

小児科 診療部長
周産期センター長
竹島 泰弘

心臓血管外科
診療部長
坂口 太一

第3回

第4回

第5回

調整中

調整中

調整中

第2回

開催日 講  師 セミナー演題

アルツハイマー病の
早期診断

ーその重要性についてー

医療関係者限定



　　   資金収入計

　　   資金支出計

資金収支差額

収入の部

支出の部

◆2021年度 学校法人 兵庫医科大学 事業計画・予算
2021年3月25日開催の理事会において、学校法人兵庫医科大学の2021年度事業計画および予算を
決定いたしました。

■事業計画≪重点施策≫
法人
・RPAの事務局全体への拡大、職種横断的なBPR活動の展開及びPDCAサイクルの構築
・新病院建設計画にかかる実施設計の実施
・2大学統合に向けての認可申請及び各種準備
・兵庫医科大学  開学50周年記念事業の実施
・梅田クリニック開設に向けた種々の準備

兵庫医科大学
・競争的資金の組織的獲得推進施策の継続

兵庫医療大学
・薬学部における受験生の安定的確保と学生の学習支援の充実

兵庫医科大学病院
・収支改善ならびにCOVID-19禍における新たな診療体制の構築

ささやま医療センター・ささやま老人保健施設・ささやま居宅サービスセンター
・公設民営を目指した病院再編・効率化による地域医療体制の構築

▼2021年度事業計画の詳細については法人ホームページからご覧いただけます

　法人WEB「法人案内＞事業計画・事業報告」
　https://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/vision/objective.html

■予算
１．予算編成にあたって
　「新病院棟建設」「大学統合」「梅田クリニック開設」という本法人における50周年事業の3本の柱となる計画を完遂し、
次なる50年に向けた新たなスタートを切ることができるよう、長引く新型コロナウイルス感染症の影響も考慮しつつ、持続的
投資を可能とする収支差額の確保を目指した予算編成を行いました。

２．事業活動収支予算の概要
　事業活動収入については、前年度から引き続き全部門において効率的な運営に向けた具体的計画に基づく改善策を実施
するものの、beforeコロナの状況に回復することは困難であると判断し、病床稼働率等の指標については下方修正を行うこ
とで、法人全体で58,553百万円（前年度予算比－515百万円）を計上しています。
　事業活動支出については、収入予算の下方修正に伴い関連する支出予算も抑制を行っていますが、50周年事業を進めて
いく上で必要な経費を計上する必要があることから、総額は前年度を上回り、法人全体で56,930百万円(前年度予算比＋
1,073百万円)を計上しています。
　その結果として、2021年度基本金組入前当年度収支差額は、1,623百万円（前年度予算比－1,588百万円）を確保する予
算となりました。

３．施設・設備関係支出について　

４．収支予算

施設関係支出 (単位：百万円） 設備関係支出 (単位：百万円）

事業活動収支予算 (単位：百万円） 資金収支予算 (単位：百万円）

注）四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

西宮キャンパス

新病院棟関連  

梅田クリニック関連  

新立体駐車場･デッキ棟関連  

医科大学関連  

施設改修  

ささやま医療センター関連  

ささやま老人保健施設関連  

  合計

411

93

65

2

229

48

21

868

(法人)機器備品・情報システム  

(大学)機器備品・情報システム・図書  

(病院)機器備品・情報システム

(ささやま)機器備品・情報システム 

(老健)機器備品・情報システム  

機器備品･図書  

 合計

48

196

1,352

53

19

54

1,721

▲ 47

▲ 5

329

10

▲ 894

33

▲ 573

77

77

▲ 19

▲ 19

▲ 515

340

87

1,007

38

▲ 296

0

1,176

▲ 3

▲ 3

▲ 100

▲ 100

0

1,073

▲ 1,588

7,497

253

1,454

2,514

46,668

568

58,954

70

70

45

45

59,068

23,085

3,717

22,765

1,513

4,441

0

55,522

35

35

101

101

200

55,857

3,211

7,449

249

1,783

2,524

45,774

601

58,380

147

147

26

26

58,553

23,425

3,804

23,772

1,551

4,146

0

56,698

31

31

1

1

200

56,930

1,623

▲ 47

▲ 5

▲ 9

5

0

▲ 894

77

33

58

▲ 496

▲ 1,277

増減額

370

87

1,007

38

▲ 3

▲ 520

▲ 1,016

▲ 474

▲ 1,000

0

▲ 1,511

234

7,497

253

703

2,520

0

46,668

70

568

172

557

59,008

2020年度

22,949

3,717

22,765

1,513

35

1,363

1,884

2,195

1,000

200

57,622

1,387

7,449

249

694

2,524

0

45,774

147

601

231

61

57,731

23,319

3,804

23,772

1,551

31

843

868

1,721

0

200

56,110

1,621

篠山キャンパス 
 
 
 
 

西宮キャンパス

篠山キャンパス 
 
 
 
 

神戸キャンパス 
 
 
 
 

科目

収入の部

学生生徒等納付金 

手数料 

寄付金 

経常費等補助金 

事業収入 

雑収入

受取利息･配当金 

その他の特別収入  

学生生徒等納付金収入 

手数料収入 

寄付金収入 

補助金収入　 

資産売却収入 

事業収入 

受取利息・配当金 

雑収入 

借入金等収入

その他の収入

 

人件費 

教育研究経費 

医療経費 

管理経費 

減価償却額 

徴収不能額等 

借入金等利息 

 

資産処分差額 

支出の部

増減額2020年度2021年度 科目 2020年度2021年度

科目 増減額2020年度2021年度

増減額

人件費支出 

教育研究経費支出 

医療経費支出 

管理経費支出 

借入金等利息支出 

借入金等返済支出 

施設関係支出 

設備関係支出 

資産運用支出 

予備費 

科目 2021年度

教育活動収入計  

教育活動外収入計  

特別収入計  

　　  事業活動収入計  

教育活動支出計  

教育活動外支出計  

特別支出計  

予備費  

　　  事業活動支出計

基本金組入前当年度収支差額  
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〔教育活動収支〕教育活動収入は、前年度比410百万円増の58,491百万円
となりました。新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、医療収入
は診療単価が上昇したものの、患者数が大幅に減少したため、前年度比
939百万円減の43,211百万円となりました。一方で、同感染症対策に係
る補助金等により、経常費等補助金が前年度比1,407百万円増の3,804
百万円となりました。教育活動支出は、前年度158百万円増の54,494
百万円となりました。人件費は、退職金関連費用が減少したものの、コロ
ナ感染症対応の慰労金等支出増加などにより、前年度比473百万円増の
23,459百万円となりました。教育研究経費は、奨学費が増加したものの、

修繕費、旅費交通費、光熱水費などが減少し、前年度比169百万円減の4,796百万円となりました。また、医療経費は、患者数の減少などに伴う薬品費・
医療材料費等の減少により、前年度比323百万円減の24,720百万円となりました。この結果、医療収支差額は前年度比616百万円の悪化となりました。
〔教育活動外収支〕受取利息・配当金収入が増加したため、前年度比65百万円増の83百万円となりました。
〔特別収支〕有価証券売却差額や施設設備補助金が増加した一方で、有価証券評価差額などが減少したことにより、特別収支は前年度比836百万円増
加しました。

事業活動収支計算書　2020年4月1日から2021年3月31日まで   

資金収支計算書　2020年4月1日から2021年3月31日まで   

貸借対照表　2021年3月 31日    

2020年度決算構成比率

(単位：百万円)

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異
学生納付金 7,497 7,527 △ 30
手数料 253 196 57
寄付金 1,454 1,570 △ 116
経常費等補助金 2,514 3,804 △ 1,290
　国庫補助金 2,219 2,372 △ 153
　地方公共団体補助金 295 1,432 △ 1,137
付随事業収入 46,668 44,963 1,705
　事業収入 1,648 1,751 △ 103
　医療収入 45,020 43,211 1,809
雑収入 568 432 136
教育活動収入計 58,954 58,491 463

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 23,085 23,459 △ 374
　教職員等人件費 22,351 22,729 △ 378
　退職給与引当金繰入額 665 669 △ 4
　退職金 69 60 9
教育研究経費 5,336 4,796 540
医療経費 25,512 24,720 792
管理経費 1,589 1,516 73
徴収不能額等 0 4 △ 4
教育活動支出計 55,522 54,494 1,027

教育活動収支差額 3,432 3,996 △ 564

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 70 118 △ 48
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 70 118 △ 48

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 35 34 1
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 35 34 1

教育活動外収支差額 35 83 △ 48
経常収支差額 3,467 4,079 △ 612

(単位：百万円)

収入の部
科　目 予　算 決　算 差　異

学生納付金収入 7,497 7,527 △ 30
手数料収入 253 196 57
寄付金収入 703 736 △ 33
補助金収入 2,520 4,031 △ 1,511 
　国庫補助金収入 2,225 2,405 △ 180 
　地方公共団体補助金収入 295 1,625 △ 1,330 
資産売却収入 0 6,049 △ 6,049 
付随事業・収益事業収入 46,668 44,963 1,705 
　事業収入 1,648 1,751 △ 103
　医療収入 45,020 43,211 1,809
受取利息・配当金収入 70 118 △ 48
雑収入 568 438 130
借入金等収入 172 1,082 △ 910 
前受金収入 2,425 2,459 △ 34
その他の収入 10,016 9,347 669
資金収入調整勘定 △ 10,183 △ 11,473 1,290
前年度繰越支払資金 13,036 13,036 
収入の部合計 73,745 78,509 △ 4,764

(単位：百万円)

資産の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 78,087 74,959 3,128
　有形固定資産 60,814 61,530 △ 716
　　土地 15,585 15,585 0
　　建物・構築物 36,126 35,481 645
　　教育研究用機器備品 8,297 8,323 △ 26
　　管理用機器備品 184  223 △ 39
　　図書 367 356 11
　　建設仮勘定 243 1,544 △ 1,301
　　その他 12 19 △ 7
特定資産 5,322 3,973 1,349
　退職給与引当特定資産 1,009 1,015 △ 6
　教育施設設備等引当特定資産 200 200 0
　第2号基本金引当特定資産 1,503 1,000 503
　第3号基本金引当特定資産 2,611 1,758 853
その他の固定資産 11,951 9,457 2,494
その他 11,951 9,457 2,494
流動資産 25,510 23,536 1,974
　現金預金 13,301 13,036 265
　有価証券 1,300 699 601
　その他 10,909 9,801 1,108
資産の部合計 103,598 98,495 5,103

(単位：百万円)

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異
資産売却差額 0 289 △ 289
その他の特別収入 45 308 △ 263
特別収入計 45 596 △ 551

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 101 115 △ 14
その他の特別支出 0 3 △ 3
特別支出計 101 118 △ 17

特別収支差額 △ 56 478 △ 534

〔予　備　費〕 [105]
95 95

基本金組入前当年度収支差額 3,211 4,558 △ 1,347
基本金組入額合計 △ 4,744 △ 3,900 △ 844
当年度収支差額 △ 1,533 657 △ 2,190
前年度繰越収支差額 △ 44,460 △ 44,460 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 45,993 △ 43,803 △ 2,190
(参考)
事業活動収入計 59,068 59,205 △137
事業活動支出計 55,857 54,647 1,210

(単位：百万円)

支出の部
科　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 22,949 23,342 △ 393
　教職員等人件費支出 22,351 22,729 △ 378
　退職金支出 598 612 △ 14
教育研究経費支出 3,717 2,924 793
医療経費支出 22,765 21,992 773
管理経費支出 1,513 1,421 92
借入金等利息支出 35 34 1
借入金等返済支出 1,363 1,422 △ 59
施設関係支出 1,884 1,602 282
設備関係支出 2,195 2,156 39
資産運用支出 1,000 9,417 △ 8,417
その他の支出 7,364 7,083 281

[　予　備　費　] [196]
4 4

資金支出調整勘定 △ 7,560 △ 6,184 △ 1,376
翌年度繰越支払資金 16,319 13,301 3,018
支出の部合計 73,745 78,509 △ 4,764

(単位：百万円)

負債の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 19,758 18,326 1,432
　 長期借入金 9,910 9,689 221
　 退職給与引当金 7,025 6,908 117
　 長期未払金 347 468 △ 121
 　長期前受金 2,476 1,261 1,215
流動負債 8,953 9,840 △ 887
　 短期借入金 861 1,422 △ 561
　 1年以内償還予定学校債 10 10 0
　 未払金 6,513 6,994 △ 481
 　前受金 1,244 1,124 120
　 その他 324 290 34
負債の部合計 28,711 28,166 545

純資産の部
科　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 118,690 114,790 3,900
　第1号基本金 110,806 108,261 2,545
　第2号基本金 1,503 1,000 503
　第3号基本金 2,611 1,758 853
　第4号基本金 3,771 3,771 0
繰越収支差額 △ 43,803 △ 44,460 657
　翌年度繰越収支差額 △ 43,803 △ 44,460 657
純資産の部合計 74,887 70,329 4,558
負債及び純資産の部合計 103,598 98,495 5,103

2020年度は、新病院棟建設に向けた経営基盤安定のため、持続的投資が可能となる基本金組入前当年度収支差額3,211百万円を期初予算に計上しま
した。新型コロナウイルスの感染拡大により教育・研究・診療に影響を受けたものの、業務運営の効率化や経費コントロール強化への一層の取組みに
加えて、公的支援の特殊要因もあり、基本金組入前当年度収支差額は、期初予算比1,347百万円増、前年度比1,153百万円増の4,558百万円の黒字決算
となりました。

資金収支については、資産運用支出が資産売却収入を上回りましたが、その他の収入の増加、支出の減少により、翌年度繰越支払資金（現金預金）
は、前年度比265百万円増加し、13,301百万円となりました。

2020年度末の貸借対照表の純資産（資産の部－負債の部）は、資産の部が大幅に増加したことから、前年度末比4,558百万円増の74,887百万円とな
りました。資産の部は、立体駐車場及び篠山学生宿舎の竣工による建物及び構築物の増加、余剰資金の効率的な運用に伴い有価証券等が増加した一
方、減価償却費の計上、総合研修棟取壊しに伴う除却などの結果、5,103百万円増加し103,598百万円となりました。負債の部は、退職給与引当金、立体
駐車場運営権対価に係る長期前受金などが増加した一方、短期借入金、未払金が減少した結果、545百万円増加し28,711百万円となりました。なお、
2020年度末の総保有資金残高は、前年度比3,890百万円増の26,139百万円となりました。

※財産目録や財務比率等含めた事業報告書は、本法人の情報公開規程に従い、西宮キャンパス総務部総務課において、開示請求を受けつけております。

■開示請求に関する連絡先　学校法人兵庫医科大学 総務部 総務課　TEL 0798-45-6532

❖2020年度（令和2年度）決算について

　　　　　　　　※注記　減価償却額の累計額　60,735百万円
 基本金未組入額　10,992百万円
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◆学校法人兵庫医科大学基金 兵医・萌えの会 状況報告

寄付申込者ご芳名・法人名一覧(50音順）

みなさまからのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。

詳しい活動報告に関しましては、学校法人兵庫医科大学（兵医・萌えの会）のホームページをご覧ください。https://ssl.hyo-med.org/

企業等法人（6法人）
●ご芳名のみ（3法人）
　株式会社白洋舎 様
　阪神消毒サービス 様

有限会社宝塚新樹園 様
（匿名3法人）

役員・教職員等（1名）
●ご芳名のみ　(1名)
　波田 壽一 様

2009年7月1日～2021年6月30日

2020年12月1日～2021年6月30日

緑樹会・後援会・その他個人（122名）
●ご芳名・金額記載（17名） ●ご芳名のみ（36名）

（匿名69名）

10,000円
50,000円
10,000円
50,000円
50,000円
10,000円
50,000円
10,000円
5,000円

5,000円
50,000円
50,000円
50,000円
10,000円
10,000円
10,000円
77,777円 

区分
受配者指定寄付金

件数 金額 件数 金額 件数 金額
435
435

92,555,000円
92,555,000円

3,516
3,516

212,458,275円
212,458,275円

3,951
3,951

305,013,275円
305,013,275円

特定公益増進法人 合計

申込
入金

石本 恭子 様
泉原 鉄男 様
今仲 俊彦 様
今仲 智代 様
上村 外喜男 様
上村 幹子 様
大野 孝子 様
大橋 鐵雄 様

岡 哲夫 様
岡本 弘子 様
兼安 雄一 様
兼安 典子 様
河合 勲 様
木島 喜世子 様
熊本 茂美 様
阪本 治男 様

佐藤 角夫 様
佐藤 由紀子 様
柴田 マリ子 様
下村 葉子 様
高田 京子 様
田中 節子 様
田渕 忠幸 様
玉木 明美 様

玉木 琴子 様
玉木 桜子 様
玉木 武士 様
玉木 真澄 様
寺田 直子 様
利倉 晄央 様
利倉 彩織 様
利倉 幹央 様

西川 宏子 様
西原 力 様
張西 素子 様
前中 侑一郎 様

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各行事が変更となる可能性がございます◆主な行事予定（8月～10月）

8月
7・9・21・22日
11・12日

26・27・30・31日

未定

9月

１・２・３日

4日
18日
22日
未定
未定

10月

2日

19日
23・24日
未定

兵庫医科大学
兵庫医科大学

学校法人兵庫医科大学

兵庫医療大学

学校法人兵庫医科大学

兵庫医科大学病院
兵庫医療大学
学校法人兵庫医科大学
兵庫医科大学
学校法人兵庫医科大学

学校法人兵庫医科大学

兵庫医科大学
兵庫医療大学
兵庫医療大学

来場型オープンキャンパス 新設予定3学部（薬学部・看護学部・リハビリテーション学部）
来場型オープンキャンパス（医学部）

チーム医療演習（兵庫医科大学３年次、兵庫医療大学４年次　合同演習）
※公認心理士をめざす学生含む（関西学院大学）

社会人スキルガイダンス（リハビリテーション学部4年次）

チーム医療演習（兵庫医科大学３年次、兵庫医療大学４年次　合同演習）
※公認心理士をめざす学生含む（関西学院大学）

第2回兵医サタデーモーニングセミナー
秋季学位授与式
第2回パパによるパパのためのパパ講座「夫婦で子育てを楽しむために」
研究医コースコンソーシアム合宿
論文執筆セミナー第3回

医療人育成研修センター　2022年度入試
（認定看護師教育課程 手術看護分野、認定看護師教育課程（Ｂ過程）、看護師特定行為研修過程）

篤志解剖体慰霊祭
第13回海梟祭
保護者懇談会

懲戒処分について
兵庫医科大学病院で勤務する看護師が病院情報システム（重症部門システム）上における検査数値の一部を書き換えていた事案について、当該
看護師の懲戒処分を行った。（2021年4月）

飯田 俊幸 様
北島 忠 様
北島 博子 様
澤田 雅好 様
島田 幸司 様
瀬尾 多嘉子 様
瀬尾 宏郎 様
瀬尾 恭子 様
田中 幸雄 様

鄭 真佐美 様
永沼 不二夫 様
原田 ゆみ子 様
八木 信吾 様
八木 素子 様
藪本 和法 様
藪本 久美子 様
山蔭 政幸 様
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